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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年８月期第３四半期 4,062 △7.3 △234 － △210 － △240 －

2022年８月期第３四半期 4,380 － △78 － △37 － △41 －

（注）包括利益 2023年８月期第３四半期 △266百万円（－％） 2022年８月期第３四半期 △91百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年８月期第３四半期 △299.26 －

2022年８月期第３四半期 △52.04 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年８月期第３四半期 3,688 843 22.9 1,049.06

2022年８月期 3,521 1,134 32.2 1,410.75

（参考）自己資本 2023年８月期第３四半期 843百万円 2022年８月期 1,134百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年８月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2023年８月期 － 0.00 －

2023年８月期（予
想）

30.00 30.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,300 △5.8 △245 － △220 － △275 － △341.99

１．2023年８月期第３四半期の連結業績（2022年９月１日～2023年５月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を前第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しており、2022年８月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっ

ており、当該会計基準等の適用により大きな影響の生じる売上高については、対前年同四半期増減率は記載して

おりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年８月期の連結業績予想（2022年９月１日～2023年８月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む）
2023年８月期３

Ｑ
915,444株 2022年８月期 915,444株

②  期末自己株式数
2023年８月期３

Ｑ
111,364株 2022年８月期 111,304株

③  期中平均株式数（四半期累計）
2023年８月期３

Ｑ
804,116株

2022年８月期３

Ｑ
804,164株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.６　「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項については、添付資料Ｐ.２　「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限や入国制限の解除

が進むなど、経済活動の正常化が進んでいる一方で、世界的な金融引き締めに伴う景気下振れリスクの高まりと円

安の進行、原料・エネルギーコストの高騰など、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

　このような環境の中、当社グループは引き続きメーカー・小売業のタイアップ企画である消費者向け販促キャン

ペーンの受注強化やＰＯＰＫＩＴの拡販など、販促製品・サービスを組み込んだ企画・提案に注力してまいりまし

た。

　ポップギャラリー製商品におきましては、オンラインショップ（ＷＥＢ受注）の活用を図りましたが、中小流通

小売業のインフレ懸念等による販促費削減の影響やコロナ関連商品の反動減により受注が減少し、売上高は1,840

百万円（前年同四半期比7.6%減）となりました。

　別注製品におきましては、物価上昇の影響や光熱費等の経費増加に伴い、食品、飲料等のメーカーや総合スーパ

ー等が販促費を削減した影響等により受注が減少し、売上高は1,612百万円（前年同四半期比12.7%減）となりまし

た。

　役務サービス売上におきましては、ＰＯＰＫＩＴ個人向けサービスの契約増や、デザイン受注の促進やデジタル

技術を利用したＷＥＢキャンペーンを促進し、事務局運営業務の増注に努めた結果、売上高は608百万円（前年同

四半期比12.8%増）となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,062百万円（前年同四半期比7.3％減）となりました。

　一方、損益面では効率化やコンサルティング料の削減など一般管理費の抑制を図りましたが、食品、飲料等のメ

ーカーや中小流通小売業等からの受注が減少したことや、物価上昇によるコストの増加等もあり、営業損失は234

百万円（前年同四半期は78百万円の営業損失）、また、雇用調整助成金の収入や貸倒引当金戻入額があったものの

経常損失は210百万円（前年同四半期は37百万円の経常損失）となりました。また、収益性の低下により固定資産

の減損損失を計上したことにより親会社株主に帰属する四半期純損失は240百万円（前年同四半期は41百万円の親

会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

　なお、当社は広告等販売促進用品の企画・製作及び販売等を行う事業の単一セグメントのため、セグメント情報

の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金が225百万円増加したこと、受取手形、売掛金

及び契約資産が78百万円減少したこと、商品及び製品が52百万円増加したこと及び仕掛品が22百万円減少したこと

等により、前連結会計年度末比171百万円増加の2,629百万円となりました。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、有形固定資産が６百万円減少したこと、無形固定資産が８百

万円増加したこと、投資その他の資産が６百万円減少したことにより、前連結会計年度末比３百万円減少の1,059

百万円となりました。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、電子記録債務が25百万円増加したこと、短期借入金が330百

万円増加したこと、賞与引当金が35百万円減少したこと等により、前連結会計年度末比416百万円増加の2,157百万

円となりました。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、長期借入金が49百万円増加したこと等により、前連結会計年

度末比41百万円増加の688百万円となりました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金が264百万円減少したこと、退職給付に係る調整累

計額が26百万円減少したこと等により、前連結会計年度末比290百万円減少の843百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想につきましては、最近の業績の動向も踏まえ、2022年10月13日に発表した通期の業績予想を修正

しております。なお、詳細につきましては本日（2023年７月12日）公表致しました「業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年５月31日)

資産の部
流動資産

現金及び預金 1,120,879 1,345,932
受取手形、売掛金及び契約資産 834,836 756,024
商品及び製品 383,617 436,104
仕掛品 49,174 27,068
原材料及び貯蔵品 4,884 5,625
その他 66,088 59,790
貸倒引当金 △591 △652

流動資産合計 2,458,890 2,629,892

固定資産

有形固定資産
建物及び構築物（純額） 85,192 79,693
土地 682,620 682,620
その他（純額） 624 0

有形固定資産合計 768,437 762,314

無形固定資産 － 8,588
投資その他の資産

退職給付に係る資産 104,493 78,937
その他 210,155 209,343
貸倒引当金 △20,144 △143

投資その他の資産合計 294,505 288,136

固定資産合計 1,062,942 1,059,039

資産合計 3,521,832 3,688,932

負債の部

流動負債
支払手形及び買掛金 358,429 369,497
電子記録債務 139,578 165,402
短期借入金 690,000 1,020,000
１年内返済予定の長期借入金 254,631 253,308
未払法人税等 13,128 8,323
賞与引当金 43,880 8,600
その他 241,262 331,874

流動負債合計 1,740,909 2,157,006

固定負債

長期借入金 613,405 663,204
退職給付に係る負債 1,249 1,145
その他 31,828 24,044

固定負債合計 646,483 688,394

負債合計 2,387,392 2,845,400

純資産の部

株主資本
資本金 409,796 409,796
資本剰余金 417,733 417,733
利益剰余金 412,709 147,948
自己株式 △264,304 △264,372

株主資本合計 975,933 711,105

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,899 △2,547
退職給付に係る調整累計額 161,405 134,973

その他の包括利益累計額合計 158,506 132,425

純資産合計 1,134,440 843,531

負債純資産合計 3,521,832 3,688,932

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年９月１日
　至　2022年５月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年９月１日

　至　2023年５月31日)

売上高 4,380,623 4,062,013

売上原価 2,693,193 2,552,230

売上総利益 1,687,429 1,509,783

販売費及び一般管理費 1,766,132 1,744,683

営業損失（△） △78,703 △234,899

営業外収益

受取利息及び配当金 436 318

助成金収入 38,390 10,385

債務免除益 8,489 －

貸倒引当金戻入額 － 20,000

その他 1,059 1,515

営業外収益合計 48,375 32,219

営業外費用

支払利息 6,689 7,514

その他 32 141

営業外費用合計 6,722 7,656

経常損失（△） △37,049 △210,335

特別損失

減損損失 － 25,976

特別損失合計 － 25,976

税金等調整前四半期純損失（△） △37,049 △236,312

法人税、住民税及び事業税 4,797 4,324

法人税等合計 4,797 4,324

四半期純損失（△） △41,847 △240,636

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △41,847 △240,636

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年９月１日
　至　2022年５月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年９月１日

　至　2023年５月31日)

四半期純損失（△） △41,847 △240,636

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,089 351

退職給付に係る調整額 △48,163 △26,432

その他の包括利益合計 △49,253 △26,080

四半期包括利益 △91,100 △266,716

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △91,100 △266,716

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報）

　前第３四半期連結累計期間（自 2021年９月１日 至 2022年５月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 2022

年９月1日 至 2023年５月31日）

　当社グループは広告等販売促進用品の企画・製作及び販売等を行う事業の単一セグメントのため、記載を省略し

ております。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは2020年８月期から2022年８月期まで３期連続で営業損失を計上しております。また、当第３四半期

連結累計期間においても営業損失及び親会社株主に帰属する四半期純損失を計上していることにより、継続企業の前

提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在すると判断しております。

　当社グループは、このような状況を解消するため、ポップギャラリー製商品においては“ＰＯＰ　ＧＡＬＬＥＲ

Ｙ”オンラインショップ（ＷＥＢ受注）による売上増、別注製品においては企画提案の強化による消費者向け販促キ

ャンペーンの受注増、ＰＯＰＫＩＴの受注拡大を目指してまいります。また、取引金融機関との緊密な連携関係のも

と、当座貸越契約として十分な利用可能融資枠の確保を中心に資金繰りに必要な資金を確保してまいります。

　当社グループとしては、これらの施策の実行により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判

断しております。
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